
乾湿両用カラー画像解析粒度分布計
DW-3000

Dry & Wet Dispersion Particle Image Anslyzer

ジャスコインタナショナル社製

000,1 ： ラメカ載搭■ 万画素
■測定範囲

 3 - mn 002 ： 式乾　 mm
 003 - mn 008 ： 式湿　 μｍ

乾式測定用の分散器 湿式測定用のシリンジ

着色したシリカのカラー画像

サイズ・形・色。

反射測定とカラーによる観察 
粒子の表面の観察やフィルターに捕集した粒子の測定が可能
です。また、カラーカメラの採用により粒子表面をカラーで観
察したり、粒子画像の色調を数値で比較できます。

※乾式測定のみ

乾式と湿式の両方の測定が可能 
試料の性質や測定の目的に応じて1台で両方の測定が可能です。
乾式・湿式の切り替えは簡単に行えます。
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乾湿両用画像解析粒度分布計
DW-3000応用例

乾式測定 ［医薬品原薬］
成分が同じ薬のサイズ・形状分布の違いが解りました

医薬品メーカー２社（A社とB社）が製造した成分がまったく同じ薬を乾式で測定し、違いを調べた例です。

湿式測定 ［PETボトル茶］
含まれる抹茶粒子の個数濃度の違いが解りました

抹茶の粒子を含む２種類の PETボトル茶（CとD）を湿式で測定し、違いを調べた例です。
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粗大粒子

ISO円面積相当経の中央値

A社　　 15.3 µｍ
B社　　 21.7 µｍ

B社

A社

A 社の方が小さい粒子の占める割合が大きく、
また僅かに粗大粒子を含んでいることが解りま
した。

A 社と B 社の形状の違いは ISO アスペクト比
に顕著に見られ、B 社の方が細長い粒子を多く
含むことが解りました。

粒子径分布 形状の比較 粒子画像
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C　　    4.4 µｍ
D　　    5.0 µｍ

C と D で、サイズの分布に顕著な違いは
見られませんでした。

粒子径分布

D の方が抹茶粒子を多く含んでいることが
解りました。
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